
【平成28年度 私立学校特別研修会 外国語 (英語)教育改革特別部会 [東 日本エリア(神奈川)]講演】

CAN‐DOを 日本の英語教育にどう活かすか 【講演録】

投  野  由 糸己夫  東京外国語大学大学院総合国際学研究院 教授

いろいろな トピックについてご関心があると思いますが、CAN‐DOと いうものが最近、この 5・ 6

年、じわじわと日本のさまざまな英語教育のコンテクス トの中で出てきました。文部科学省では 3年前

にガイ ドラインを出して、全ての自治体、それから中学、高校で CAN‐DOリ ス トを作成することを薦

めて、今年度でほぼ 100%、 全ての公立学校については CAN‐DOリ ス トが作られています。ですか

ら、これからはそのようなものを使い、そのようなレベルになつていきます。

それも含めた背景というのか、私は中央教育審議会の専門部会でずつとこのような議論をしていて、

今、学習指導要領の改訂作業中も加わっているのですが、GOAL2020と いう英語教育改革というもの

が、文部科学省でいろいろなプランを出しています。それを少 し自分なりに、このような動きですよと

いうことを説明したいと思います。

それからCAN‐DOリ ス トがなぜ導入されるようになつてきたのかという、その背景について説明し

ます。

別に皆様の今までやつてきた実践が全く別のものになるということではありません。CAN‐ DOリ ス ト

を加えることにより、さまざまな教え方などが別の観点から再整備されたり、あるいはそういう教え方

をリフレク トして良くしたりとか、というような機能があるわけです。そのあたりも後で説明します。

ただ CAN―DOリ ス トだけだと、あまりうまくいかないのではないかということが私の個人的な意見

です。後半のほうでは、自分がいろいろ研究分野でやつているコーパス分析というものを紹介 したいと

思います。これは英語の使用された大量のデータをコンピューターに入れて解析するという分野です

が、いろいろな英語を使 う運用力に、どのような語彙とか、文法とかというものが関係 しているかとい

うことを割と科学的に調べたものです。そのようなものを組み合わせていつたときに、どういうことが

分かるかということをお話 ししたいと思います。

最後は、もうかなリプラクティカルに、そのようなことが分かつたら、どのように教え、どのような

ところに力点を置いたらいいかというようなことの重み付け、そして仕込みと実践がありますが、その

ようなことについて、少 しコメン トしたいと思います。

では GOAL2020と いうことですが、英語教育改革。これは発端というか、改革のいろいろなア ドバ

ルーンについては、文部科学省がいろいろ挙げているのです。 しばらく前に英語が使える日本人という

ようなスローガンが出ました。このときに英語教員の最低限の英語力は英検で準 1級 というようなこと

などが出た時期です。それからしばらく経ってから5つの提言というものが出て、これは所長中等教育

局の国際教育課の中に外国語教育推進室というものがあるのですが、そこがワーキンググループで提言

を出したものです。

この 5つの提言というものが、今までと何が違 うかというと、このワーキンググループの座長は上智

大学の吉田研作先生、それから主要な会議にいろいろ出ておられる立教大学の松本茂先生というような

芳が中心です 1瑾れども、5つの提言が出て、これは時限付きで 5年間に 1度、 リビュー、見直しをし
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て、そしてそれに予算を充てていくという形で始まつたものです。ですからこの後、提言の 1か ら5ま

で全て予算化されるようになつてます。それまでのスローガンというのは割 とア ドバルーンは上がるの

ですが、あまりお金は付かないのです。概算要求などできちんとお金を付けていなかつたのですが、こ

こから以降はお金が付き、調査がきちんとされるようになりました。ですから皆さんが、私学はあまり

やらないかもしれませんが、全国調査を公立学校は抜き打ちでやらされているのです。それで、だんだ

ん日本の英語教育で、実際にどのぐらい実力が付いているかということが分かるようになつてきたわけ

です。

この 1つ 目の提言が CAN‐DOに関するもので

す。生徒に求められる英語力について、その達成

状況を把握、検証する。CAN‐DOによる目標設定

をしてみてくださいということが提言の 1つ 日で

した。これが平成 23年で、5年 も前のことです。

その後、矢継ぎ早に幾つか改革の提案が出ま

す。5つの提言の後、CAN‐DOリ ス トのガイ ドラ

インの会議というものが始まりました。これは提

言 1の予算が付いて、実際に会議で、有識者を集

めてガイ ドライン作つたのです。この会議にも私

は出ていました。

この後、CAN‐ DOリ ス トを作りましょうと、ガ

イ ドラインが 2013年 3月 頃に発表になつた。その

直後に TOEFL大学入試騒動ということを覚えて

いますか。国会議員から「大学入試に TOEFL」 を

という提言があり、文部科学省が急にバタバタし

て、CAN‐ DOリ ス トよりも先に入試改革のいろい

ろな答申を出すようになつたのです。それで大学

入試改革のさまざまなコミッティーが開かれ、ど

のようなことに現状の入試の問題点があるかとい

うようなことについて話をしたのです。

それを機に総合的な改革案として 2013年 12月

に出たものが、グローバル化に対応 した英語教育

改革実施計画というものです。

グローバル化ということで、どのようなロー ド

マップを敷くかということですが、これが有名な

表ですけれども、ここで初めて、2020年までに学

習指導要領の改訂によつて、大きく分けて 3つ変

更点を設けるということを決めました。

一つは現状の小学校 5年生から始めている英語

を 3年生から始める。5・ 6年では教科に変えるということです。もうこれは既に決定しています。です

から小学校では 5・ 6年生は週に 2時間、英語を正式に教えることになります:これは全ての公立の学
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入試騒動 (2013年 春)を受けて、文科省が大学入試改

。それをもとに総合的な改革案として提示されたもの

1 グローバル化に対応した新たな英語教育の在り方

2新たな英語教育の在り方実現のための体申1整備
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校です。皆さんのお勤めの私立の学校だと、もう小学校からやつているような学校はあるかもしれませ

んが、公に学習指導要領上で決まります。

そして早めに始める部分ですが、今行つている 5。 6年の活動に当たるものを 3・ 4年で行います。で

すから、3・ 4年から親 しませ、5・ 6年でしつかり週 2時間くらいで行い、4年間くらいで基礎的な素

地をつくつて中学に渡すということです。

中学は、今度は大変なのですが、常にある程度、習つた子どもたちを受け取つて教えることになりま

す。ですから、中学校の教科書はガラッと変わります。恐らくガラッと変わります。そして中学のレベ

ルの上のほうは、現状の高校 1年くらいのレベルのものまでを扱 う教科書が出てくるはずです。つまり

真ん中辺は、少 し高度化するのです。そして最後、最終到達点を上げたいということです。ですから今

の私立の学校の トップクラスの学校が目指 しているような部分などが、高等学校の 3年生のカリキュラ

ムなどに部分的に反映されるような感 じになつてきます。

今、私が言つた 3つのポイン トというのは、1つ 目が小学校です。2つ 目は出口です。出日の部分は

入試改革が出ていて、入試改革については 4技能を測定可能な英検、TOEFL等の資格検定試験を活用

してはどうかということが、この時点のグローバル化のときに出ていた案です。

その後、いろいろ変更があつて、今、テス トに

関しては高校 2年 レベルで基礎学カテス ト (仮 )

を行 うという話が出ています。これは必履修科目

になる 1年生のときの英語の高校の科目が終わつ

たくらいの力を浜1る テス トです。中学校と高校 1

年くらいのレベルの内容を測るテス トをまず行

い、そこで大体どのくらいできているかというこ

とを測るという、これは現在やっている全国調査

を公式化するものなのです。公のものにするので

す。それが 1つ、そしてあとは大学入試を変える

と今言つています。その 2刀流で行くと、出口も

変わる。

真ん中は、どう変えるのか。先ほど言つた CAN‐DOで小中高とつなぐということです。これは初め

てですが、学習指導要領で、以前までは縦割 りで小学校、中学校、高等学校、全然別々に作っていたの

です。今回は小中高と串刺 しにした日標設定というものを考えています。ですから、ずつと英語が身に

付いていくというステップのようなものを小学校でも中学校でも高校でも共有化しようというようなこ

とで CAN‐ DOと いうものが言われています。その辺 りが出てきたのが、このグローバル化という2年

前くらいです。

それで平成 26年 10月 、新たな 5つの提言という形で出てきました。このときに国が示す教育目標内

容の改善ということで、英語を使つて何ができるようになるかという観点から、一貫した教育目標を示

すということが唱われました。これが、いわゆるCAN‐DOと いうことを言つていたわけです。

このような矢継ぎ早のさまざまな改革案の裏側というか、どのような背景があるのだろうということ

を少 し見てみましょう。

一つは皆様もよくご存 じのとお り、グローバル化です。新 しい 5つの定義がありますが、認識的には

今後の英語教育の改善・充実方策について

報告 (概要)～グローバル化に対応 した英語

教育改革の五つの提言～
・ 平成 26年 10月  初等中等教育局国際教育課外国語教育推進室
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・ 改革 1: 国が示す教育目標 内容の改善
。「英語を使ってl・ ができるようになるか1と いう観点から一貫した教育
目標を示す

・ 改革 2  学校における指導と評価の改善

・ 改革 3: 高等学校・大学の英語力の評価および入学者選抜の改善

。改革 4  教科書 教材の充実

。改革 51 学校における指導体制の充実
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国際共通語である英語力の向上は日本の将来にと

って極めて重要で、アジアの中で トップクラスの

英語力を目指すべきだと。今後の英語教育改革に

ぉぃては、その基礎的、基本的な知識、技能と、

それらを活用して主体的に課題を解決するために

必要な思考力、判断力、表現力、これが、今回の

学習指導要領では全教科で言われてることです。

思考力、判断力、表現力。知識技能をどう使 うか

ってぃうことについて、かなり育成に重点が置か

れるつていうことになります。

この背景は、やはり未来の日本ということなの

です。まずオリンピックがあります。オリンピッ

クは中間点なのです。2050年頃には、かなり多言

語化、多文化社会になるのではないかという国の

予沢」があるわけです。現在も、どんどんたくさん

の外国人の観光客が来ています。もう周 りで外国

人を目にすることがそんなに珍 しくなくなつてき

ました。住んでいる人も多くなつています。皆さ

んのコミュニテイ~でも外国人の方が近くに住ん

でいるということが多くなつてきているのではな

ぃでしょうか。国は、こういう危機意識を持つて

いるのです。 例えばシヤープが、台湾の会社に買われてしまつたとか、どんどんグローバル化 してい

くと、もうマーケットがシームレスになつてくるので、日本がそういうコンペテイシヨンを他の国とや

ってぃくために、今までのような感 じの国内マーケット重視のものでは駄 目だという認識です。韓国

は、もう10年以上前に、そのように切 り替えて、国内の人数が少ないからどんどん外に売るようにな

っています。 日本も一時期、そのように頑張つてやつていたけれども、日本はブランド的にはどんどん

高級になつて、高くなつて売れなくなつてしまいました。だからすごく良いものだけれども値段が高い

ということで、自物家電などは、もう軒並みインドとか中国とか、そのような所の商品になつていま

す。ですから、もしかすると将来英語が使えないと、皆様は構いませんが、我々の下の世代や孫の世代

が、とても困る時代になるのではないかという認識なのです。これはやはり私も英語教育をする立場と

して、経済だけが全てではないけれども、しかしやはり国力が落ちてしまうといろいろな面で不便にな

ります。ましてや外資がいろいろ入つてきて全部外国中心になつてしまつたら、せつかくの日本の良い

ところがどんどんなくなつていつてしまうと思います。心配なことも多いわけです。ですからやはり

我々は、少なくとも私たちの子どもたちや孫の代が、しつかりそのような力を付けて、このような部分

を生き抜いていけるように、何とか今変わるべきところを変えていかければということです。

三つ目は、我々は一生懸命教えているけれども英語力は付いていないということです。こちらのデー

タを見てみますと、中学校、高校のかなりの人数で行つている調査です。昨年度ですが、6・ 7万人とい

うランダムサンプリングの調査を国が行つているのです。そういう調査でやつていることは、大体この

ようなことです。教えた通りに、大体その教えたレベルのことができている子は 2割以下です。こちら

背景 1

グローバル化°
i:::|を::31[::][:[]:i:2::;]i:]311i
(平 成 26年 「新 5つ の提ヨ 1背景)

募尋多ビック、そして未来の日本

蒻腱̈
聰中で、国民一人聘される。

中鰤ゆ篠審”狂『一的．職業ミユニヶ韓
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の中学生を見ますと、英検 3級 というのが大体中

学 3年のレベルを澳1つ ている点数です。できてい

る、取得 している生徒は 18%です。相当する英語

力を持つていそうな子を合わせると大体 30%く ら

いなのです。ですから受けてはいないけれども取

れる力を持つているような人です。高校はどうで

しょうか。準 2級を取つている人が 11%。 皆様の

学校ではもつと高いかもしれませんが、全国でな

らすとこのような感 じです。ですから、私たちは

インプットとして挙げているレベルは高校 3年生

レベルでも、読むレベルに関しては中 3く らいの

力です。話す力に至つては中 1、 中 2レベルの英語しか出てこないというのが現状の高 3生です。その

ようなレベルの英語の身に付き方になつてしまつているということです

なので、こういうことを現在、国は、Bl、 B2と

かA2と いうような、 CEFRと いうヨーロッパ言語

共通参照枠に照らしても出しているのです。そう

すると、相当にギャップがあるということが分か

ってきています。つまり、我々は特に発信能力が

弱いのです。書くこと、話すことが。表の大体 Al

の上くらいに山が来ていますが、一番下の Alが多

いです。このように発信能力についてはとても低

いレベルです。つまりそ うい うことに慣れていな

い。教室の中で、そういう発信をするような力が

付くように、指導がなかなかできていないという

ことです。これは国のいろいろな、日本という島国の特性などいろいろあるかもしれないけれども、そ

れにしても週に 4・ 5時間教えて、これだというわけです。かなり能率が悪い。実際に、もつとできる

はずのことをきちんとやつていないのではないかと思われても仕方のないような数値になつているわけ

です。

背景の 4つ 目は、世界的にこの言語共通参照枠

の利用が活発になつているわけです。国際的な言

語能力の尺度として多言語で、いろいろな言語

で、この共通尺度を使 うようになつています。今

までバラバラだつたテス トも全部、今 CEFRを基

にしてアライメン トというのですが、対応付けを

するようになつていて、世界中の何十という言語

の言語テス トが CEFRに照準を合わせて作られる

ようになつてきているのです。

というわけで、文部科学省の英語教育改革のポ

イントは、この 3つです。入口、真ん中、出口。

|
1=

背景 4

世界的に「言語共通参照枠」の利用が活発に

。国際的な言語能力の尺度

CEFR
ヨー● メバ言諾共通参照■

。「ことばを使って何ができる

か」

CAN-00

。世界中の言語テス トが対応

ですから、かな り包括的な改革だとい うことが言える
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と思 うのです。 うまくいけば、いろいろなスイッ

チをひねっているところがうまく一致すれば、か

なり期待できると思います。 しかし逆に言 うと、

こういうところのスイッチをひねり間違えたり、

うまくいかなかつたりすると、かなりの混乱が予

想されます。ですから、私学の場合は、同じ生徒

たちを、例えば小中高と教えたいというような環

境があるところもあります。

そういうところには逆に言 うと、こういうシス

テムは割と親和性があるのです。私立の場合、一

貫で教えられますから。ですから、そういう部分

文科省の英語教育改革のポイント

1出 口   |

・入試 ‐

|。 4技能

に今、行きつつある、このような波のようなものを うまく受け止めて、どのように私立の中で仕組みを

つ くるかとい うような、そのような部分 とい うのはかな り重要だ と思います。ですから、そ うい うこと

を少 し考えながら話を聞いてほしいと思います。

平成 27年 6月 に生徒の英語力向上推進プランが出されました。 これは達成状況を毎年公表 して計画

的に改善を推進するとい うものです。フィージビリティー調査 と言つて、昨年 と一昨年 と、毎年少 しず

つ達成状況の調査が始まつています。 これ も予算が付いています。ですか ら、かな り文部科学省は本腰

を入れてや り始めているわけです。

それでは、先程から出てきている CAN‐DOの ことを少 し中心に話 します。 CAN‐ DOは、なぜ必要な

のかとい う幾つかの理由を見ていきたいと思います。

CAN―DOの源流というか、これができるということはLearning Objectiveと 言 うのです。学習目標

といって、これはアメリカなどでは Performance ObiectiVeと 言 うことが多いのです。つまり表面に出

てくる、できることを、能力を顕在化させてみたときに、どのように表面に出てくるかということをパ

フォーマンスで見る。そして、音の Behaviorismを 皆様は知っていますか。行動主義と言われていた心

理学が流行つていた頃に、教育の測定というものは目に見える、外に出てくるさまざまなパフォーマン

スで測るという考え方があつたのです。中にあるメンタルがいろいろな能力を見るというのではなく、

それが外側に発現されてくる様子で見るということです。そういうものの流れと少し違 うヨーロッパ系

のものですが、考え方は似ています。その源流は、この CEFRに あるわけです。世界の外国語教育の枠

組みとして国際標準になりつつあるということです。

CEFRと いうのは Common European Framework of Reference for Languagesと いう、 Learning、

teaching、 assessmentと いうものです。Council of Europeと いう欧州評議会に外国語政策部会という

ところがあり、そこで外国語教育、カリキュラム構築とその評価検証に CEFRを使いましょうというこ

とを公式に決めたのです。2002年 1月 です。

CEFRそのものは、実はかなり歴史的な経緯があります。最初は 70年代。皆様の中でもし英語教育

の歴史に詳 しい人がいれば、この頃はノーショナル・ファンクショナルシラバスという、機能概念シラ

バスというものが文法シラバスに取つて代わる形で出てきたわけです。70年代というと、皆様は知って

いるでしようか、スティーブン・クラッシェンという人が、アメリカでモニター理論とかインプット理

論を提唱 し始めた頃です。80年の初めくらいです。その前、60年代はエラーアナリシスなどを盛んに

行つていました。ピット・コーダーとか、そのような人たちです。Interlanguage、 中FH5言語という、
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学習者の中間的なグラマーを記述するような研究が当時多くされました。そのようなものを受けてコミ

ュニカティブアプローチというようなものが出てくる頃です。その頃に、文法中心のシラバスだけだと

駄目で、文法が結果的にコミュニケーションにどう役立つのかという部分を基にしたシラバスを作ろう

という考え方です。それによつて、人間の世界を表すときの概念と、そういう概念を基に自分が言葉を

使つて何をするかという機能面を重視 したようなシラバスが当時作られたのです。これを主導したのが

van eckと いう人です。このvan eckが Council of Europeの 機関で最初に『Threshold Level』 という

本を書きました。これは英語で言うと、しきい値、閾値という意味なのです。いき値というのは、その

thresholdを超えると何かが変わるという意味です。何が変わるのでしょうか。ある程度、その言語を

使つて自分で独り立ちができるようなレベルというふうに考えているのです。

教育を経てからそうなる場合もあるし、移民の

ように使いながら身に付ける場合もありますが、

少なくとも自分である程度、自立的に言語を使

え、そこから先は先生が要らない、学校が要らな

いようなレベルになるというのが、これが

thresholdです。ここから先にいくと、もう自立的

なユーザーになるのです。そのために必要な言語

機能と概念は何かを細かくリス トしたのが、

『Threshold Level』 という本です。この本を基に

各国語版ができたのです。約 20カ 国の 20言語く

らいが翻訳されています、当時、80年くらいなの

で、最初は大体、言語教育であればどのくらいの力を付けてあげればいいのかというような細かいイン

ベン トリーが先にあつて、そのインベン トリーを各国版にしてヨーロッパでは使つていたのです。ケン

ブリッジがこれを測るテス トを作つて、それのテス トを作りながら、ここまでいくまでのときも作ろう

というので 90年に改訂され、90年に改訂されたときに 1個下のレベルができました。そうやつて少し

ずつ上下を作っていき、このようなテス トが広がってきたのです。これを言語共通にするために、今の

CAN‐DOと いうような能力を記述するものに抽象化 したのです。今まで、さまざまなインベン トリーを

各国語で持つていたのですが、それだと細かすぎてしまうので、全員で共通で使 うために全ての言語共

通の文言にして、この Alか らC2ま でのレベルをキープしながら、それぞれの記述を能力的にする、

できるという文にしたわけです。それが CAN‐DOリ ス トです。CEFRと いうのは、そういうCAN‐DO

リス トの形で Alか らC2ま での 6レベル、かつ 5技能、アンダースタンディング、スピーキング、ラ

イティングで、面白いことにスピーキングがスポークン・インタラクションとプロダクションに分かれ

ています。一方的な発表技能、モノログの発表技能とインタラクション。相手がいて双方向でやるとい

う、そういうものを分けているのです。それにライティング、リーディング、リスニングの 5技能で分

割 しています。これで CAN‐DOリ ス トを作つて、それを全ての言語で使 うということなのです。文法

の文言はほとんど出てきません。普通の人が読んだときに、自分は言葉であればどのようなことができ

るかを読んで、この辺まではできる、それを見て、ある程度判定できるような文になつています。こう

いうものをセルフアセスメン トと言 うのですが、自己評価をするために全体像を見渡せるような表にな

っています。そのようなものを CEFRは公表しています。

これを機に、日本でもさまざまな導入の影響というものが出てきているわけです。例えば NHKの語

議
警

CEFRの根幹
。大量のレベル別

can doリ ス ト

。言語共通に
「ことばでイ可が   ・`‐

 ::11
できるか ?」 を  ,  ■111
組織的に記述
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学番組は現在、全て CEFRで ポジショニングがさ

れています。皆さんは気付かないかもしれないけ

れども、例えば私は今、ラジオの基礎英語を担当

していますが、基礎英語の Alレベルの上の方とい

う形の位置付けです。それからあとA2レベルに入

っているという感 じの枠組みになつています。そ

れからあとラジオ英会話辺 りは Blレベルになつて

います。そんなようなポジショニングに使つてい

ます。

いろいろなテス トは、このケンブリッジ英検が

一番 CEFRの基の代表的なテス トですが、これは

大変長いテス トなのです。ですから、さまざまな英検もベネッセもTEAPな ども全部、この CEFRレ

ベルでは、「うちのスコアはここからここまでがここに当たります」というようなことの、対応付けを

発表しています。

それからさまざまな教材にもCEFRレベルが貼られています。学習する内容に A2レベルとか貼つて

あったりします。私が監修 している『エースクラウン』という辞書では、単語にレベルが貼つてあるの

です。Alと か A2と 。私の作つている CEFR‐Jと いう枠組みがあり、その CEFR‐Jの枠組みで独自に

作つている語彙表があるのですが、その語彙表のランキングが貼つてあるわけです。

CEFRは共通の枠組みで、何か指導法を強制す

るものではないのです。理念としては、考えるた

めの道具として使つてほしいというような意味合

いです。ですから、どのような用途に使つても構

わないのです。CEFR自 体は汎用枠なので、先生

方の自分の置かれている環境のニーズに合 うよう

に、自由に利用してほしいという、そのような枠

組みです。ラーニング、ティーチング、アセスメ

ン トとあるように、それぞれの部分で使える内容

がさまざまに分かれていきます。学習上は当然、

大きくはシラバスを作ったり、コース設計した

り、国の言語政策の記述などを大きくするようなものにも使えるし、もつとミクロに見ると、自分たち

の学習者のニーズ分析や学習過程を可視化したり、それから継続評価、形成的な評価、自己評価のよう

なものに CAN‐DOを使 うということが、もうクラスの個人レベルで出てきます。個人の学習者のポー

トフォリオなどという部分になつてくると、もつと個人的なものとして使つたりします。

ティーチングのほうでは教科書や教材の開発、タスク開発、指導内容の診断などに利用できるわけで

ケ。

そしてアセスメン トのほうでは授業内テス ト、パフォーマンステス ト、それから一般の技能検定試

験、採点、教師側の評価のようなことに使います。インタビューテス トなどにもそ ういうものを使 う人

もいます。当然、教員養成や トレーニングなどにも利用できるということです。

このように汎用枠なので、さまざまな用途に使つて、一部分しか使わないところもあります。例えば

CEFRの レベル表示

o NHK語学番組

・ 技能検定試験

。一般語学書

・ 辞典
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小学校とかキッズスクールのような外国語教室は、このAlレベルの一番下のほうの部分しか使わない

とか、そのようなこともあり得るわけです。このように用途はいろいろです。

CEFRレベルでヨーロッパと日本の現状という

ものを見ますと、Alか らC2ま でいきますが、ヨ

ーロッパでは大体、ざっくりした話ですが、Al、

A2レベルは小中で大体教えます。そして Bl、 B2

が高校から大学教養です。B2レベルが、Blが イ

ンデペンデン トユーザーと言われますが、B2レベ

ルにんきるとVantageと いレヽます。 Vantageと いう

のは見晴らし台という意味です。Vantage Pointと

いいますが、そこに立つと少 し高い所から見える

という感 じになるわけです。つまり能力が高くな

つてきて見晴らしが良くなるというようなもの

で、そのようなレベルだという意味で付いています。Vantageと いうのは、その英語を母語とする国の

大学で、教養 レベルの大学の授業が無理なく受けられる程度の英語力です。ですから、先生方の学校の

高校生の生徒が、すぐそのまま IBな どを取つて外国の大学に進学できるようなくらいのレベルが B2レ
ベルです。そのようなイメージです。 日本のカリキュラムは現在 、Al、 A2は高等学校くらいまでがず

つとカバーしています。高等学校の上位校は Blレベルをカバーし、B2レベルくらいまで内容が進んで

いる学校もあります。テキス トの難 しさ的には。それで身に付いてるかというと、少 しそれは難 しい。

インプットはしているけれども、出てくるまでにはなかなかいってないところ多いと思います。時々も

のすごいバイリンガルの教育を行つているような私立学校などがあって、そのような学校は少 し特殊

に、IBで外の学校に行かせるようなところもあるかもしれません。 しかし大変少ないです。 どのくらい

できているかというと、先程のように、スピーキングに至ってはAlのボ トム、それからリーディング

や リスニングは Alの上位からA2の上位くらいまでが高 3の段階での達成度なのです。ですからあま

り達成度は高くないです。社会人に至つては、私と同僚の根岸教授が調べた調査によると、大学を出て

いても一般の日本人の 8割は Aレベルというような調査も出ています。ですから、我々はあまり、普段

の人たちは使わない。Cレベルはオキュペーショナルといって職業に使 うのですが、数%く らいではな

いかと言われています。

CAN‐ DOが、なぜ使われるようになったのか。

国際的な枠組みの影響に加えてさまざまな利点が

あるようです。一つは、CAN‐DOに よる目標設定

を行 うことで、先生や生徒の日標の捉え方を変え

たいというような意図が文部科学省にやはりある

わけです。今までコミュニケーション能力、いろ

いろな用語を使って、そういう4技能をバランス

良くということは唱つてきているわけですが、相

変わらず文法偏重の授業です。文法が必ずしも悪

いわけではないです。私は文法も語彙も、とても

重要だと思 うのですが、やは り時間のかけ方を間違えている。全体的に、もうとにかく文法の説明ばか

CEFRレ ベルとヨーロッパ &日 本の現状

1   小学薇～■掌挨   |

日本 (カ リキュラム )

1   中学校～商等宰柱   |

1、   高校ヽ大学,■   り  t

t 漏餃上位～大学 り t 歓パーセント リ

111111111111]llIIII:‐

.

理由2:

・CAN― DOに よる目標設定

→
蓼平見受野市

の「目標」の捉え方

→文法解説偏重の授業から
「ことばを使う」授業ヘ

77

Iヤ||■
れ:― ■≒…"■‰凛■|‐ ■l.1



拳

りする先生が多いのです。そのほうが楽だからです。準備をしないで、その場で話せるといつた感 じで

す。そのようなことが結構多い。忙 しい先生たちは予習をしない。 レッスンに入つてくると、その場で

読ませて訳させたりして、それで適当に文法の説明をすれば 1時間が終わるというように思つて教えて

いる人が案外多いのです。皆様は、そうではないと思います。だから文法解説偏重というものは、これ

は日本の教え方の大変な固まりの部分です。悪くはないが、あまり固まりすぎるとよくない。何とかし

ないと。そこを砕いてもう少 し違 う形にしないと、教育が非常に固定化してしまう。そ ういう教え方の

先生たちに力が付いていると思つている生徒はほとんどいないです。つまり生徒が聞いていてもどのよ

うな授業をしているのか分からなくなつてしまう。ぼ―つとして 30分が過ぎてしまいます。受け身の

授業です。発言の機会が全くない。たまに回つてきて 1回指されて、その問題の解答を答える。そのよ

うなことでは、もう英語の力は全く付かない。中学から高校に向けて、教科書をそのようにろくにやっ

てないと、高校に入つてからはグンとレベルが上がつてしまいます。後でテキス トの分析をした結果を

見せますが、そういう子どもたちが文法訳読などを行 うと、もう暗号を解読 しているようになります。

だからテス トも日本語の和訳のほうを覚えてテス トをするという子どもも中にはいて、そのような勉強

法自体が根本的におかしいということを先生は知らない。こういうところは言葉を使 う授業にシフ トし

ていかなければいけないとい うことです。

3つ 目の利用。 CAN‐DOに よつて、小中高大を

何 とかつなげるように したいわけです。現場の改

革が、いろいろなスイ ッチをひねって しまつてい

るので難 しいわけです。そこを何 とか小中高大の

連携で統一日標を示 したいとい う思惑があるわけ

です。ガイ ドラインが 3年前に出て、各校が

CAN―DOを作 りま した。 しか し幾つかの問題があ

りました。それは何かとい うと、学校 ごとにそれ

ぞれ CAN‐DOを作 りますが、全体の統一の枠組み

がない場合、各学校はかな リバラバラに CAN‐DO

を作ってしまうのです。また基準がないから、どういうCAN―DOが良い CAN‐ DOか分からないわけで

す。そうすると、CAN‐DOの作 り方なども恣意的です。他の学校の CAN‐DOと 、自分の学校の CAN‐

DOと 、どこが一致 しているかも分からない。そして自分の学校の CAN‐DOで、他の学校に「これで

きるよ」と言つて渡 したけれども、他の学校にとつて、それがどういうことができるかの一致ができな

い。そのような問題点がいろいろ出てきました。

そうなると、小中や中高の連携も形ばかりになり

ます。

これは何がいけないのかというと、ここにある

ような汎用枠を基にして作っていないからです。

汎用枠の大きな枠組みを参考に、それを具体的に

するような CAN‐DOを作らないことにはうまくい

かないのです。ここにあるような CEFRの ような

ものが必要なのは、こういうものを使 うことで、

うちのオリジナルの CAN―DOは、この位置です

理由3:

eCAN― DOに よって

小中高大 連携

の統一目標を示 したい

CAN‐ DOリ ス ト作成 運用上の課題 (1):CAN‐ DOリ ス トを用いた比較や連携

が困難

五麗|
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と。私の所のは、ここの位置ですというように、大枠を基に共有できるようにしておけば、それはそれ

なりに意味があるわけです。このように汎用枠としての CAN‐ DOリ ス トに近いものを文部科学省は

今、学習指導要領の日標として、指標形式の目標という名称で作ろうとしています。これが うまくいつ

てほしいと思つているわけです。

もう一つ CAN‐ DOリ ス トを作つていて先生方が

迷 うことは、作 り終わつたけれども、どうも使い

方が分からない。「できる」というリス トがたくさ

んできたけれども、これをどうすればいいのかと

いうような話があるわけです。

CAN‐DOリ ス トは、実は指標形式の大きな目標

から教科書のユニットの言語活動までは距離があ

るのです。この距離を上手に埋めてあげる必要が

あります。どのようになつているかというと、

CAN‐DO自 体は比較的、抽象的なので、それをも

う少 し細かく具体的にすることがよく行われていることです。これはヨーロッパで行われているポー ト

フォリオというものに落とし込むときに、それぞれのレベルに合った CAN‐DOを もう少し詳しくしま

す。詳 しくする中で具体的な文法や語彙と貼 り付けられるものを貼り付けていきます。後ほどそのこと

については簡単に説明できれば説明したいと思います。

このようにやることによつて、現状の教科書で教えている内容と、少 し具体的な CAN‐DOがひも付

き、それを繰 り返 しているうちに大きな目標の CAN‐ DOが できるようになつていくことに結び付いて

いくというような感 じの設計をすることになります。

今、改訂されている学習指導要領を基に教科書が作られることになれば、教科書がおそらくある程度

はこのようになると思います。先生方がこのようなや り方について、研修等で知っておくと、ご自分で

もいろいろな工夫が可能になるのです。このことについては本 国は十分話せないかもしれません。

理由の一つとして、今、日標設定を共有化するという話をしています。ですから教科書で行つている

ねらいや日標のようなものとCAN‐ DOのひも付けのようなものもできるようになれば、大変有効に使

えるということです。そういうことが、まだ少 し先生方の理解が得られていないために、「作ってはみ

たものの」という状態になつているわけです。

理由の 4つ 目は、先ほどのことと関連 していま

すが、CAN‐ DOを使 うさまざまな環境が整ってき

ているということがあります。CAN‐DOと 文法語

彙の連携、CAN‐DOと 接するテキス トの特性、こ

のようなものについての理解がかなり深まるよう

になってきています。もう少 し説明すると、CAN‐

DOは当然 5技能です。5技能のうちの読むことと

聞くことは Understandingと いいます。これは受

信型の CAN‐ DOです。それに対 して話すことと書

くことは発信の CAN‐DOです。自分から出してい

かなければいけない。この CAN‐ DOには言語機能の貼り付けに大きな違いがあります。
・
も

む

CAN‐ DOリ ス トイ乍成 運用●群題 (2,

鮨●形式の目● (CAN‐ DO)

畢
より■体的なCAN,00

／
上
一目

理由4:

OCAN― DO活用がしやすい環境が整いつ

つあるから

・CAN― DOと 文法・語彙の連携
・CAN― DOと接するテキストの特性
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発信型の CAN‐DOと い うのはアクションオ リエ

ンテ ッドといつて、行為をする、それを言 うこと

によつて、ある行為をするとい うタイプのものが

多いのです。ですか ら、例えば賛成する、依頼す

る、感謝する、謝るとい うように、自分が言葉を

使つて何ができるかを記述する文に表現が貼 り付

きやすいのです。例えば賛成するのであれば、ど

のようなことを英語で言 うかと想像 します。謝る

ならどのように言 うかのフレーズが浮かんできま

す。そのようにすると、言語機能を実現する語彙

や文法は貼 り付きやすいのです。でも受診型はど

うでしょうか。新聞記事を読み、内容を提えるというような CAN―DOだとしたら、どんな文法が貼 り

付きますか。分かりにくいですね。それはなぜかというと、受信型は「分かる」なので、どのようなテ

キス トを理解するのがいいかというテキス トタイプの種類なのです。例えば新聞であるとか、手紙であ

るとか、広告であるとか、掲示板であるとか、そういうテキス トタイプが来ることがメインで、文法に

関連するようなものというのは、あまり発信型のようには浮かんでこないことが多いのです。この 2つ

の特徴を上手に使つて文法や語彙を貼り付けることが大事です。つまり発信型の CAN‐ DOにできるだ

け語彙文法を貼り付け、そして受信型のほうはテキス トの種類や長さや複雑さ、それから語彙の難易度

レベルのようなものでレベル調整をするというわけです。このような仕組みを我々のさまざまな CEFR

を使っている研究では具体的に行つています。

具体化についてですが、CAN‐ DOリ ス トは抽象

的なので、どうい う文法や語彙が各 レベルで使 う

のかとい うことは、さまざまな世界的な研究が行

われています。詳細は言いませんが、British

Council(D Core lnventory for General English、

それか ら Cambridge English Assessmentが中心

で氏むっている English Profileo Pearson、  こオЪは

教育サー ビス会社ですが、PearsOnの やっている

GSE(Global Scale of English)Learning

ObieCtiVes、 それから私たちの行つている CEFR‐

J、 Grammar/Text/Vocabulary Proile。 こうい

うもの CAN‐ DOリ ス トと語彙や文法を結び付けるための作業です。そのようなことをすることによ

り、CAN‐ DOリ ス トをより具体的に使えるような資料類を作つているわけです。 こうい う資料類が具体

化 していくと、教科書を作つた りすることがとても便利になるわけです。あるレッスンで CAN‐DOを

行 うときに、この レベルであればどの文法 と語彙を使 うかとい うような、そ うい うものがセ ッ トになつ

ていれば、教科書はそ うい うものを中心にタスクやシラバスを作つていくことができるわけです。その

ようなことを設計 していくことがきちんとできれば面白いわけです。

これは私たちが行つていた科研の取 り組みで、全部で 500く らいある文法事項を CEFRレベル別に

集めたコーパスデータです。 これはヨーロッパで出版 されている CEFRが発行 されて以降に作 られたコ

CAN― DOを実現する語彙や文法について

。発イ言型CAN― DO:
・↑fI°

n_R搬
癬 竜、

ヽ
依轟T鶴紺 鳴姦昇

語機能を■うものが多
・具体的な 1機能」を実現する語彙や文法が張り付くことができる

。受信型CAN― DO:
・髪まり1,軍ズTゲアタタ|お8襲卜芙?菫 2奈るまストを理解するのか、
・ 受イ」するテキストの種鍛、長さ、複雑さ、語彙レベルなどが規f~さ れる

これ らの側面を満たす語彙 文ヽ法 をCAN-00、 およびCEFRレ ベルに

3R認
サ繊籠督島述):Gmmmar&Ten Proi崎 後述)

英語における参照レベル記述の国際的試
み
°
99絆
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°
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を有効活用 した「CAN‐ DOの具体化」‐教科書作成

。現行の教科書の構成上の問題 :
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―スブックを大量に集めたものですが、そういう

ようなものから全文法事項を自動抽出する式を作

りました。それで、パターン検索して、テキス ト

から頻度を取 り出して、それが大体どのくらい満

遍なく各コースブックに出てくるかを測るので

す。頻度とレインジというのですが、頻度とどの

くらい満遍なく出てくるかというレインジを掛け

合わせると、有用度指標、ユテ リティーメジャー

というものを作ることができる。それによつて、

この文法の役立ち度のようなものを測るのです。

そしてそれがレベルごとにどのくらい特徴的かと

いうことを機械学習という方法で特定するのです。そのようなこと

ような作業を経ると、どんな文法が、どのレベルで一番よく出てく

いくことができます。文法事項のプロファイリングと言いますが、

しています。

同じようにテキス トのプロフアイリングもして

います。 レベルごとに、どのくらい長い複雑な語

彙レベルの難 しいテキス トが必要かを、それぞれ

のレベルごとに研究して、そ ういう特徴量を仕分

けるような作業をしています。

こういうものを基にしたプロファイリングの資

料ができてくれば、先生方は、その結果を基に

CAN‐ DOと 文法と語彙を上手に組み合わせたよう

な資料類を活用することができます。これは今、

過渡期ですけども、今やつているところです。で

すからもつとCAN‐ DOは使いやすくなるというわ

けです。

理由の 5つ 日、英語教科書の品質管理が必要ということです。

うと、今まで私が行つていたコーパス分析の結果を見てみると、

を我々は研究 しています。そ うい う

るか、重要かとい うことを仕分けて

そのようなプロファイル用の研究を

品質管理はどのような点で必要かとい

一昔前の、前回改訂の学習指導要領の

基盤研究(A)課 題番号24242017(代表 :投野由紀夫)の取り組み :

文法特徴によるCEFRレ ベル別特性抽出

・ Grammar Pr。 lle

・翌奇語際?驚あキ:i」湾書昴F麻 I=崚菫.,

籠欝聾舗y撃澤政̀i鶴穆TI基ふだり討亀竜二誰♂
ul Sみ

。単語総数          ・1登査3霧慶
・ 単語の平均長

・異なる単語長の書り合

・異語数
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。平均文長 `文
木の深さ     ,

,単 露長     `_・

・四 働きる単語難       ・ 6.::t
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日本の英語教科書 vsア ジアの教科書

。中学校英語教科書の異なり語比較(2008)

日本の英語教科書は薄い |

・ 中学校の英語教科■の総議数の比較
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前までは、日本の教科書はかなり量が少ないとい

うことで有名でした。他の隣国の英語教育の中学

校の教科書に比べると、日本は異なり、語数で

も、それから相互数でも極端にテキス トの分量は

少ない。これはもう隣国では小学校の 3、 4、 5、 6

年生、4年生からが多いですが、もう正式な教科と

して英語をやつていますから、小学校でやつてい

る分、向こうのほうが先を進んでいるわけです。

小学校の教科書分析、私は隣国の 3地域、台湾、

中国、韓国を分析 してみましたが、彼らはもう日

本の中学校で習つているレベルの英語を既に小学

校でやつています。それが現実です。ですから、彼

っているわけです。

らは一通 り小学校で行つたものを、また中学校で行

これは平成 28年度に改訂になつた、つい最近から使われ始めた教科書です。皆様は、少 し難しいプ

ログレスなどを使つている学校もあるかもしれませんが、改訂で、中学校の語彙サイズは各段に増えま

した。週 1時間増えたことにより、教科書も厚くなり語彙も増えています。ですから、中学校のレベル

くらいは、今かなり他の国に拮抗 してきています。

悪くはないけれども、難しくなつているということも事実です。中学校からいきなり始めている子ど

もにとつては、少し荷が重いくらいな分量になりつつあります。だからここは小学校に下げて、上手に

テイクオフさせてあげないと落ちこばれが増えてしまうということです。

しか し量は増えたのですが、私の分析による

と、まだまだ問題があります。何が問題か。一番

重要な基礎語彙のカバー率が低い。例えば語彙が

900語から 1,200語 にな りま した。実際見てみる

と、難 しい教科書だ と、中学校は 2,000語近 く出

ている教科書もあ ります。付録 とかすべてを入れ

てですが。かな り難易度の高い単語が中学 レベル

で出てきています。私たちの作成 した CEFR‐J

Wordlistの Alか らB2レベルの単語ですが、A2

レベルまでで大体 2,400語あ ります。そ して Blレ

ベルまでで 5,000語 くらいあります。 B2レベル

で、それに加えて 7,500く らい出されます。中学

教科書の出現単語数見ると、1,000の うち、これは

6社全体ですが、770語。つまり6社全体ですか

ら、6種類全部を使えば 7割 くらい勉強ができると

い うことです。それでも 3割は足 りていない。A2

レベルの単語は半分 くらい しか出ていません。そ

れに比べて Blや B2レベルの単語は結構出ていま

す。つまり中学校のテキス トは、語彙 コン トロー

教科書の課題 :語彙制限がないのでバラバラ

・語彙900語→1200語 :実際は2000語近くに増加

。かなり難度の高い単語が中学レベルで出てきている :

教科書 の課題 :出 てきて欲 しい単語が・

oただし、選定されている語彙には統一感がない

。中学で出てきてほしいAlレ ベル1000語余 りのうち、

-7種 の教科書で共通する単語は343語

―中 3で平均2000語出ていても、共通する語は413語
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中学教科書の
出現単語数 ‐

Alレ ベル語彙 (1068)      770      7210%
A2レ ベル語彙 (1359)      632      4650%
Blレ ベル語彙  (2359)     591      25.05%
B2レ ベル語彙  (2713)     541      1994%
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ル自体はされているとはいえ、やはリトピック依存の単語などで難しい単語が結構出てきてしまってい

ます。その辺のことを勘案 して、どういう語彙をきちんと最初に仕込むかということを、きちんとした

判断がある程度できるようなほうがよいし、教科書はもう少 し語彙コン トロールをして作つたほうがよ

い。だから中学校も高校も時間数が増えて語彙数が増えたので、比較的、基準のないままに量を増や し

て、語彙としては拡散 している感 じです。そのような現状なので、こういうところのコン トロールはき

ちんとしていかないと、生徒たちには少 し難しくなつてしまうということです。

CAN‐ DOを使いこなすために、先生方に私がぜひ知つておいてほしいことが幾つかあります。これは

CAN‐DOだけだと何となく漠然としているのですが、英語を身に付けるときの最も重要なエッセンスに

なることです。これを私のコーパス分析の結果から幾つか紹介します。ここは私の講演を過去にお聞き

になつた先生がいらしたら、少 し重なつてしまうかもしれませんがご了承ください。

CAN‐DO以外にボキャブラリーでどういう力を付けるかということは極めて重要です。なぜならば、

新 しい CEFRな どを小中高でということを聞いていると、大変違 う教え方しなければならないようなの

ですが、我々英語教員は、どこに力点を置くかということを見失なつてはいけないのです。力点を置く

のは、はつきり言つて、ものすごく限られた語彙の力なのです。

話 し言葉の会話データ 1,000万語を分析 して、

その内容を見たものです。私が十数年前にNHK
の『 100語でスター ト!英会話』というテレビの

番組に出たときに調べたことですが、最もよく使

う100語が会話データの約 7割近くを占めます。

トップの 100語です。その トップの 100語の内訳

は、基本動詞 2割 と機能語 7害 1。 つまり動詞と文

法機能の強い単語です。この基本動詞 20個 くらい

と機能語 7割 くらいで、我々は文の骨組みをつく

つているわけです。言いたいことを動詞にマップ

し、英語の動詞を選び、そこに枠をつくつている

のです。その枠に入れる名詞は 100語の中にはほとんどないです。10%も ないです。その次に出てくる

のです。基本の2,000語、ここが極めて重要です。2,000語 の半分が 1,000語の名詞です。

つまリイメージとしては 100語 くらいで骨組みをつくつて、その名詞の主語や後ろの目的語、あるい

は前置詞句の中の名詞あたりにどんどんいろいろなものを投げ込んで、いろいろなことを言つているの

です。これが我々の英語の表現の仕方、英語という言語の仕組みです。ネイティブ・スピーカーは、こ

の 100語の使いこなしがあまりにすごいので、こんなに分量が出てくるのです。我々が十分使いこなせ

ないような、そういうかなりいろいろなことを 100語 くらいの単語で実現 しているのがネーティブの英

語なのです。我々が全部知ってる単語ですが、使いこなしていないということなのです。ですから、

我々はここのところをしつかり押さえたいと思います。

残 りの単語はさまざまな単語がありますが、あまリー生懸命に覚える必要ありません。なぜならば、

こちらに出ているように トップの 2,000語のカバー率はスピーキングだと 9割、そしてライティング、

Written Text、 書き言葉のテキス トだと80%です。

これはケンブリッジのデータですが、80%カバーした 2,000語 から、もう2,000語加えてもカバー率

は 4%く らいしか上がりません。つまリトップの 2,000語 の仕事量です。それがあまりにすごいので、

CAN― DO以外に語彙でも明確なイメージを
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そこから先は、少 しです。ですから、とても重要なことなのですが、この 2,000語を使えるようにしな

ければ英語力は付かない。どんどん難しい単語にいつて、高校でどんどん難 しい単語を暗記させている

先生がいますが、基の 2,000語がきちんと使える指導をしていなければ使えるようにはならないし、読

めるようにもなりません。

ですから、ここは逆転現象が起きないように、あまり語彙サイズばっかりを考えて 6,000、 8,000と

かにいかないように、まずこの大きなイメージをきちんと持つことが大事です。そしてこの部分がしっ

かりしていれば、こういう立体的なモデルになります。つまり中心の 100語 くらいの使い方を深く学ん

でいき、徐々に語彙サイズを増や していく。これが発達のイメージです。真ん中は知っている単語です

けれども、知っている単語が使えないということが現状にあるので、ここを繰 り返し繰 り返 し、戻つて

きて教えて、言語活動 しながらいろいろな 4技能に出てくるようにしてあげるようにする。そのために

は自力が付くような指導が必、要です。

「幹」と「

語彙指導でおさえたいこと 語彙にはメリハリがある
。ベタな「単語学習」をさせない

現状では、 日本人は、いつも真ん中あた りが伸び

ずに、周辺が少 し広がっている程度です。 これでは

絶対に英語の力は付かないわけです。

CEFRを使つて CAN‐DOで、といっても、語彙

指導の基本は大きく分けると 4つ くらいのことにな

ります。言葉を使つてできることに進む前に、この

あた りの語彙指導の根幹を押 さえておかないと駄 目

だとい うことです。

単語の 目利 きを正 しくす る

。最重要の 100語 :

常に使い方を中学・高校・大学と学び続ける

・ トップ2000語 (ま たは A2レベル 2400語 ):

active vocabularyと して発信能力をつける

。残 りの単語 :3000語 +α

passive vocabulartと して受信能力をつける
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一つ目は、単語の目利きを先生もするし、生徒にさせてあげるということです。語彙にはメリハ リが

ありますので、ありきたりな単語学習をさせないということ。ある単語は、ものすごく情報力が多く使

いこなしが深くなつていかなければならない単語。ある種の単語は、ものすごく情報量が少なく意味だ

け覚えておけばよい単語。こういうものをはつきり分けます。 トップの 100、 2,000、 残 りというような

感じで、ザクッと分ける。高校の 1年生くらいまではこの分け方くらいがちょうどいいです。2年、3

年になると、もう少 し使える単語が増えていくほうがいいですが、現状の指導要領の高校 1年生くらい

の必履修科目がイメージするのはこのあたりのイメージです。ですから、メリハ リを付けてください。

語彙レベルに応 じて練習方法も変えます。テキス トがあつたとします。何でもかんでも語彙を新出単

語だからつて全部覚え込ませている先生がいます。今でも中学校では涙ぐましい努力をして単語テス ト

とかを行い、それでできないと、その日に残 して 100点満点が取れるまでテス トをさせたりしていま

す。その日に 100点が取れても単語はすぐ忘れてしまう。ですから、その努力をすること自体に意味が

あるかどうかは分からない。テキス トがあつたならば、先生方は単語の目利きもしてほしいし、生徒に

もする方法を教えてあげてほしいです。2,000と か 3,000と いう単語数が、どのように測ることができ

るかは、後で資料をみますが、とにかく単語は 100、 2,000、 それ以外くらいで分けれたほうがよい。

100語 くらいの単語というのは私立学校には、

私はよく「単語の研究ノー トを作るように」と言

います。CAN‐DOと かなり違 うかもしれません

が、基礎語彙が何かということについて、とにか

く生徒に自覚させるようなものです。これは中学

校で始めるときからやつたほうがいいです。どう

いうことかというと、すごく簡単なことです。例

えば月間でやるような単語を決めておくのです。

トップの 100語のうちの 20く らいの動詞から 1

つ、前置詞、それからあと接続詞か助動詞あたり

が 100の中でとても重要なものなので、その辺か

ら 1個 くらいを月で選んでおきます。そしてテキス トの中で、その単語が出てきたら、ただその単語の

ページに英文を書いて訳しておくだけです。例えば makeな らmakeで 、中学校なら大学ノー トに 2ペ

ージくらい見開きで場所を取つておきます。makeのページ、takeのページ、それからhaveのページ

とか。その月間で、自分で、その先生たちでも決めてあげてもいいし、自分で決めたものでもいいの

で、特集する単語を決めておいて、その特集単語がテキス トに出てくるたびに、研究ノー トに例文を書

かせます。最初は例文を書かせているだけですが、少 し経つてから、それを辞書で再構成するようにし

ます。辞書で例文を見て、どのような意味だつたか番号を付けさせたりするのです。そのように辞書指

導を少 し噛ませてあげて、単語を自分で整理するような癖を付けさせます。これを何十分も時間かけて

やるのかと思うかもしれませんが、これはもうきつちりとや ります。とにかくメモみたいなものです。

自分で、「これとこれを今 日つけておこう」というような感 じで、授業の合間でもいいし、休み時間で

もいいし、家に帰つてからでもいいのです。そのような癖を付けさせるということです。こうすると生

徒たちは重要な単語がどういうもので、よく出てくるということについて、たくさん触れる中で、単語

への関心が高まつてくるのです。こういうことを先生たちはいちいち授業ではできないです。だから生

徒たちが自立的にやるように教えてあげるわけです。このような勉強法を一緒に教えてあげることが、

語彙レベルによってストラテジーを選ふ
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先生の指導の一貫としては非常に重要です。A2レベルくらいまでは 2,000語なので、出てくるように

しないといけません。ですから、こういう単語については後ほど言いますが、チャンクの固まりで発信

できるように トレーニングをしてあげたほうがいいです。そして、それ以上の Blレベルくらいまでの

5,000語 レベルは、これは単純に覚えればいいのです。5,000語 レベルより下の単語は忘れていいで

すヽ
~。

ある教科書の語彙分析をしたものですが、これ

は私がよく講演で出している文なのですが、蚊が

血を吸 うというところなのです。『 Vi宙d』 という

教科書から出してます。この文章を読んだときに

皆さんパッと分かると思いますが、proboscisと い

う単語です。これは普通、知らないです。これを

知っていたら、語彙 レベルの大変高い人だと思い

ますが、これは蚊の血を吸うところです。これ、

蚊の血を吸 う名前がキスの接ぶんの 「ふん」とい

うほうなのです。それが専門用語です。私も使っ

たことがないくらい珍しい単語です。それが、この高校の教科書で出ています。この教科書を指導 した

ときに、この単語を覚えさせるかという話です。これは私だつたら、「この単語は非常に珍 しい単語

で、たまたまここで出てきただけだから、これがまた出てきたら、電子辞書で引きなさい」というくら

いのことを言います。

つまりproboscisや stylets(口 針)は 1万語レベル以下の単語です。ですから、これは頻度的には極

めて珍しく、たまたま『 Vivid』 の、このレッスンで蚊の血を吸う生体についてのテキス トを習ったから

出てきた単語です。このような単語は多くの高校教科書であります。先生方がこれらの単語を全部テス

トで出題 して新出単語で覚えさせると、かなり罪深いです。というのは、重み付けができないままテス

トをして、生徒たちは全部覚えなければいけないと思い、死にもの狂いで覚えて 6時くらいまで家に帰

してもらえないというようなことをやつているとすると、やはリメリハ リが必要だと思 うのです。

逆に大事なのは、proboscisや styletsの ような単語ではなくて、Whaザ s that?の 部分です。実は私た

ちは、この蚊の生体のような、リーディングのテキス トとしてしつかり読むようなものは、リーディン

グスキルとして付けてあげます。それはよいことなのです。だからそこに難 しい単語があつても構いま

せん。難 しい単語が分からなくても、Whaザ s that?の 後を読めば説明が書いてあるので読み取れます。

こういうリーディングの力は自然に付けてあげます。

次が問題。オーラルで行 う場合に、このテキス トをそのままシャ ドーイング、リピーティング、そう

いうことしか行つていない先生がいる。オーラルというと、とにかく音読。私は、これはあまり賛成 し

ないです。音読は悪くないのですが、音読はスピーキングヘの橋渡しとしてはいい活動ですが、こてこ

ての書き言葉のようなものをたくさん音読させるのは、あまり良くないです。これを音読させるなら、

少しサマライズしたようなものを音読させたほうが、ずつと良い。なぜならば、「これを読んで自分で

大体概要を言つてごらん」というような練習が本当は必要で、それができない一歩前で音読させるとい

うのは良いことなのです。だから、ステップを考えると、単なるシャ ドーイングというのは、少 しきつ

いかなと私は思います。

スポンテニアスな即興的なオーラルワークであればどうでしょうか。このテキス トで一番重要なの

教科書本文を「語彙Jの視点で見直す
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は、この Whaザ s thatの後の数フレーズ、この数フレーズだけはリーディングのテキス トから取り出し

て、普通のや りとりとして行えば良いです。ですからこのように、素材はもともと何かということを基

に、これはスキル別であれば、どう取り出して、どう料理するかということは先生の腕次第です。そこ

で語彙レベルをレセプティブなスキルを磨くか、

プロダクティブに磨くかというようなもののメリ

ハ リを料理人として判断するのです。そこは極め

て大事です。そこに、先ほど言つたような語彙レ

ベルの知識や想定されるCAN‐ DOのスキルのよう

なものがイメージされていると、料理の仕方もよ

りおいしくできるわけです。

次にチャンクの話です。先ほどお話しした 100

と2,000語、3,000語の単語は、実は大変関係 して

います。20く らいの動詞が、なぜたくさん出てく

るかというと、20の動詞はそれ以外の数千語レベ

ルの名詞とくつついて使 うからです。ネイティブ・スピーカーでも我々でも、この単語のリス ト、名詞

のリス トを見たときに、make、 takeを隠していても、かなりの人が推測がつきます、一定の英語力が

あれば。例えば obieCt、 decision、 use、 sense、 defferenceな どの前にどんな動詞が来ますかと聞く

と、大体の人は makeと 答えます。なぜですか。それは、その単語とmakeの共起 している、一緒に起

こっているパターンにたくさん触れて、頭の中に能力として身に付けているからです。こういうことを

コロケーションの知識といいます。不思議なことに人間は、文法でバラバラに単語を組み合わせている

基本100は チャンクの要

nrake

だけではなく、自然な組み合わせを覚えているの

です。そして他の人が自然な組み合わせではない

ことを言 うと、変だと思います。こういう感覚の

言語能力というものはチャンクで覚えないと、な

かなか仕込めない。

ですから、チャンクで覚えるということ自体は

とても意味のあることです。基本の 100語 くらい

の単語と、それに一緒に使 う名詞を組み合わせる

と、自然なつながり具合が身に付くことに加え、

基本 100語の単語の、「このように使 うんだ」とい

う部分で基礎語彙の知識も深まるのです。ですか

ら、チャンクというものは、単語を 1個ずつ日本語と英語で覚えているだけであると、100語の単語の

有り難さがあまりよく分からない。ですから、できるだけ組み合わせて自然な日本語で訳せるものを行

ったり来たりする。そのような練習が、大変大事です。このあたりは私がコーパス分析をして、そして

いろいろな語彙の資料を見ながら、このようにしたほうがいいと考え、だんだん気が付いてきたことな

のです。このことについては、「発信力をつける英語語彙指導」 (2015年、投野由紀夫著、三省堂)に

いろいろ書いてありますので、ぜひご覧になつて下さい。チヤンクに関する トレーニングの単語につい

ては 「クラウン チャンクで英単語 Basic」 。「クラウン チャンクで英単語 Standard」 (2015年、投野

由紀夫編、三省堂)をセットで出しています。またそれ以前に東京書籍から3種類出しています。東京

チャンクの一般的な構成

2000-3000語
レベルの単語

a declslon

a problem

the impression
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書籍の方に三省堂から出したときに「先生、困りますよ、同じ単語集出されちゃうと」と言われました

が、同じ単語集ではないです。「チャンクで英単

語」は日本語と英語になつています。全部のリス

トが日本語と英語です。ですから、そこがかなり

違 うのです。開けた瞬間に、発信用の単語集とし

て作られています。語彙も、それ用に少し絞つて

いて、「発信できるならこういう単語で、こういう

チャンクで出そうね」というようなことです。

だんだんまとめに入つていきますが、我々はこ

のようにレベル別の単語の重要度に関して知る必

要があり、その重要度に応 じた練習方法をうまく

自分たちの トレーニングメニューに組み入れてあ

げる必要があります。この辺がビルディングブロックになつて、それを基にして、先ほどの CAN‐DO

のタスクを実現するような表現群が、仕込まれるのです。このような部分のリンクをきちんと付けてい

ない言語活動は、タスクを作ったときに語彙コントロールや語彙の仕込み、あるいは語彙の練習をやつ

ていないので、タスクを与えても生徒たちはあまりしやべることができません。だから、まず仕込みの

段階で、しつかり仕込む方法を考えるのです。その仕込みは先ほどのタスクのような機能と、それが表

す言語表現、その言語表現は、どのようなセットで行われたら良いかということについての先生の設計

図によるわけです。このあたりを教科書から分析して判断できるような力が先生の技能としてあると素

こ印 00路 t夕 「

“

彙71腱の藻さJを 保[‐ より■んだ用法へと,化

春 ヽ鷺 跳

晴らしいわけです。

これは先ほどの日本語と英語のチャンクの例で

す。ぜひ日本語から英語で、チヤンクで出すとい

うようなことを考えてやつてみていただきたいと

思います。チャンクができるようになれば、文レ

ベルにします。チャンクを文レベルで出すような

モー ドで練習します。そしてその文レベルが、

CAN‐DOを行 うための会話の場面の一番のキーフ

レーズになつているように仕込んで、そしてタス

クに移行 していくということです。こういうこと

ができると良いと思います。この辺 りは、ぜひ考

えてみると良いと思います。いずれにせよ単語や

チャンクというものの目利きをして、それが読ん

で分かるだけでよい単語と、それからあと出てく

るようにしなければいけない単語をはつきり分け

て、そして出てくるような単語については練習方

法を教えてあげて、出てくるようにしてあげた上

で使つてみるというところまで授業の指導の中で

やるわけです。全部は、その生徒に一個一個でき

ない。そこは練習方法を教えて自分でやらせるこ

日本語→英語チヤンク・モー ド

・好評の
「日本語→英語」
モード

・かなり歯ごたえがあるが,

よく使うチヤンク群を精選

チャンクを文レベルで出す練習

・日→英の仕上げを
文レベルで行う

。このレベルの英語がスラスラと

出れば,4技能のスピーキング
やライテイングにも大いに威力
を発揮する
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とです。先ほどの単語活用ノー トもそうですが、そのような語彙指導は、やり方、ストラテジーを教え

てあげて、生徒が家で行える方を行 うのです。なかなか能力がなくてやつてこない とい う子どももいる

かもしれないけれど、生徒たちは、やり方が分かれば面白くなります。しつかりや り方を教えてあげて

ください。

そして逆に、できない子に、できないところのレベルまで下がつていつて、CAN‐ DOでいくと、「あ

なたはこのくらいなんだ」ということで、そこからもう一度や り直すメニューを作つてあげるといいで

す。そのような底上げの指導のようなものもCAN‐DOが あるとできるようになります。ですから、小

中高の高校のレベルにいるけれども、実は中学校のものしかできてないという子どもがとても多いわけ

です。そうであれば、あまり無理をしないで中学校のレベルのことをある程度、もう一度復習するよう

な、上手なタスクを組み込みながら、半分くらいはそういう復習的なことをしつかりや りながら、また

回していつてあげるというようなこともできるかもしれない。そのあたりをどのように授業中にやるか

というのは先生の、少 し難 しいところではありますが、工夫の余地のあるところです。

最後に、入試絡み、出日のほうの話をします。

出日は、今、いろいろ、委員会で話されています

が、私が語彙分析をした後で、入試問題のコーパ

スを調べました。入試問題のコーパスは過去、い

ろいろな研究をしているのですが、10年分くらい

のデータを各年度 500校 くらいの大学の学部のテ

キス トを集めて分析 したことがあります。ここの

頻度 5以下とはどういうことかというと、500学

部のうち 5回ではなく、10年ですから 5,000学部

のうちに 5回 しか出ていない単語を削つていま

す。先ほどのさっきの proboscisな みの単語です。

これは要らないです。 トップ 2万 5,000語くらいになります。これでも多いです。これで頻度 5以上が

テキス トの 95%を 占めます。そのうち 10年続けて 500学部のうち 1学部だけにでも出ていれば、出て

いると仮定した単語で絞 り込むと、10年連続 1回でも出ている単語は 1,937語 です。つまり先ほど言つ

た 2,000語 レベルの単語くらいが、やはりずつと出ている単語になつているわけです。それ以外は取つ

替え引つ替え、いろいろな単語がテキス トごとに出てきます。生徒にとつては、そこは覚えても覚えて

も、なかなか難 しい。少 しランクを下げてあげて、最低でも 8、 9、 10年に出ている単語だと、プラス

4,000く らい。これくらいまでが覚える甲斐のある単語です。それ以外は覚えても覚えても偶然出てく

る単語になってしまいます。偶然出てくる単語はどのくらいかというと、大体 20語に 1語くらい偶然

出てくる単語になつてしまいます。そこはもう私の意見では無理 しないと。ここをたくさん果てしなく

覚えていくのであれば、最初の 2,000語をしつかり使えるようになつたほうが、読み切れて、問題の答

えもきちんと答えられると思います。ですから、決して入試問題の難 しさのようなものに振 り回されす

ぎないほうがいいです。もちろん難関校などは相当難 しいテキス トは出てきますが、最近の東京大学の

入試をご覧になってみると分かると思いますが、かなリバランスの良い問題です。技能にかなり振 り分

けていて、そんなに難易度も極端に難 しくはないです。京都大学だけは、かなり変わつていますが。京

都大学だけは入試のいろいろなことに反発 していますが、非常に特殊な例です。ですから一般的な学部

の入試は、先ほど私が言つたような感 じの力がきちんと付いていけば対応できると思います。

上位 25000語
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事なことは、先ほどの基になる仕込みの表現です。ここをきちんとしてないと駄日だということです0

仕込みと実践ということで、発信型の技能の

CAN‐DOには必須の基礎語彙と表現をセットにし

てぃくと良いです。ですから私たちが今やつてい

ることは、具体的な CAN‐ DO、 例えば誰かを招待

したり誘いに応えたりできるような、こういうイ

ンビテ~シ ヨンのような CAN‐DOに対しては、そ

れにひも付くようなさまざまな表現をレベル別に

整理するようなことをしています。このようなも

のがあると、CAN‐DOでは、このレッスンはパ~

ティーに招待 しているような場面だと言 うと、そ

ぅぃうCAN‐DOを基にして、どのような表現を学

ポール・ネイシヨンという人が語彙の本を書い

ていますが、非常に私が感動することを書いてい

ます。大きく分けると、皆様の授業の時間配分は

どうなつていますかということを彼は書いていま

す。彼は 4つに区切つて、時間西己分をこのくらい

にしたほうがいいと言つているのです。先ほど私

が語彙の学習のや り方を説明、文法の説明、学習

のいろいろなや り方についての説明は 4分の 1く

らいです。先生方の授業で説明は 4分の 1く らい

になつているかということを少し考えてみてくだ

さぃ。 残 りは何をするのでしようか。 Fluency

deve10pmentの 部分は新出事項などをなるべく自

動化、パツと出てくるようになることを高めるト

レーニングです。それ以外の 2つが驚くべきで、

この 2つは何かというと、大量に読む 。聞く、大

量に話す 。書く。それを、意味を中心として行 う

ということです。つまり、あまり形のことが意識

されないような感 じで、意味にフオーカスをした

活動をする。その心は何かというと、既に知つて

いる、身に付いているか、習つたことのある語彙

と文法でやるということなのです。だから半分く
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らいは新出のレッスンですが、新出事項に全部時間をかけないということです。既習事項を使 う練習を

新出の素材でするということです。先ほどの蚊のテキス ト思い出してください。新 しい単語が多く出て

きていますが、そこを扱 うのが半分。半分は蚊の トピックで習つた英語を使 う機会を考えろということ

です。そこのところがなかなか難 しいですが。知っている単語だけれどもなかなか使えないということ

を、使 うチャンスにするような工夫をレッスンの中に上手に盛 り込んでいくというわけです。これがリ

サイクルの発想です。覚えたチャンクを仕込むだけではなく、実践でさまざまに使ってみる。授業中に

テキス トの内容を先生が Q&Aや意見・感想を言わせる。知ってる英語を使 う機会を与えるということ
です。かつ自学自習でリーディング入試問題、リスニングなどの教科書以外のインプットを与える機会
を増やしてあげる。それに関して英語で簡単なサマリーを書かせるとか、英問英答などの問題を解かせ

る。これは覚えたチャンクをできるだけ自分で出してみる機会です。ですから覚えたものを使ってみる
ような自習の仕方をさせるように、語彙指導とリンクしていくようにしてあげたらいいということで

す。

最後、評価は CAN‐DOベースになりますが、自

律学習を頭に入れてやっていきます。今ある評価

の基準が今度改訂されますが、思考力、判断力、

表現力のような部分を見ることと、知識、技能の

部分は CAN‐ DO、 そ して外部検定試験のようなも

のをうまく組み合わせて、生徒がどのように普

段、教室内で学習 しているか。 日標となってい

る、できることはどのくらいできるか。それを客

観的に外部試験などで裏付けられるか。そのよう

なものをうまく使って、生徒の力を全体的に伸ば

してあげるようなものです。それで最後は Blレベ

ルの ThreshOldレベルになると、あるいき値を超えて、「先生ありがとうございます。先生に教わった

ので私は 1人で勉強していけます。」と言 うようになる生徒に育てるということです。先生たちがゃる

のは、自分でパフォーマンスをしてショーをすることではないのです。一人一人の生徒が自律できるよ

うに育ててあげるということです。だから勉強の仕方を教えることはとても大事です。自分で勉強 して

いき、自分のレベルで自分のニーズに合つた英語をどこまでやるかを決められるようにしてあげるので

す。そういうことが、その次のステップの大学へ進んだときに、とても役に立ちます。ですから、ぜひ

そのような視点で CAN‐ DOも 一部、自分のテクニックとして使えるように トレーニングをして下さい

ということです。

まとめです。GOAL2020、 これは次世代の子どもたちを守るための英語教育だと国は考えているので

す。大変ですけれども、一生懸命いろいろなこと話 したりしているのは、やはり次の世代を考えると、

私たち、先生たちが今、なんかしないといけないところです。

次に、今の英語教育の方法を「英語を学んだら、使えるようになる」。学んだ内容を単に教科として

学んだり知識として学んだりするのではなくて、英語というのは使えるようにならなければいけないと
いうことです。そのためには明確な目標の設定と、明確な英語力のイメージ、CAN‐DOで 目標を決め、

先ほどの語彙力のイメージのようなものがしっかりとあって、言語材料の目利きのできる先生になって

ほしいです。

評価はCAN― DOベ ースで自律学習支援で

外部試験
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最後は仕込みとリサイクル。きちんと仕込まないと出てきません。仕込む時間をきつちり与えリサイ

クルすることで、どんどん使わせていく。これを繰 り返すことにしか、言語というものは習熟する方法

はないです。それを楽 しくできればもつとよいのですが、この部分は努力が必要です。努力をしたら必

ず報われるということを教えてあげながら、ここは必死でやるしかないです。クラブ活動、合唱コンク

ールとかを小学校、中学校とかではや ります。それと同じような トレーニングが、英語でできないわけ

はないのです。けれども、我々はそういうところは手を抜いているのです。ですからきちんとトレーニ

ングをしてあげるというような先生側の気力が大事です。そ ういう部分をぜひ先生方もイメージしなが

ら、自分の生徒だけは最低、責任を持つという、そういう先生になつてほしいと思います。
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